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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
９

２
回

 

祝
日

祝
日

祝
日

祝
日
・・ ・・
山山 山山
のの のの
日日 日日
にに にに
８
１
１

８
１
１

８
１
１

８
１
１
ｍｍ ｍｍ
矢
筈
岳

矢
筈
岳

矢
筈
岳

矢
筈
岳
(( ((
日
高
川
町

日
高
川
町

日
高
川
町

日
高
川
町
)) )) へへ へへ

登
頂

登
頂

登
頂

登
頂

    

下
見

下
見

下
見

下
見
山
行

山
行

山
行

山
行
    

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
８

月
０

３
日

(
水

)
 

快
晴

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

３
名

。
 

 
国
民

国
民

国
民

国
民
のの のの
祝
日

祝
日

祝
日

祝
日
・・ ・・
山山 山山
のの のの
日日 日日
にに にに
登
頂

登
頂

登
頂

登
頂
    

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
８

月
１

１
日

（
木

・
祝

）
快

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 
功

、
生

熊
千

満
子

、
奥

村
順

夫
、

高
階

美
根

子
 

竹
中

卓
治

、
舟

瀬
 

蔀
、

湯
川

一
郎

。
 

 
 

 
 

 
７

名
。
 

 

国
民

の
祝

日
・

山
の

日
は

、
日

本
山

岳
会

等
の

働
き

か
け

に
よ

り
、

平
成

２
６

年
に

制
定

さ
れ

、
平

成
２

８
年

か
ら

施
行

さ
れ

る
事

に
な

っ
た

。
 

日
本

山
岳

会
所

属
の

山
上

さ
ん

か
ら

山
の

日
に

、
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
も

企
画

す
る

様
に

提
起

が
あ

る
。

 

そ
こ

で
川

島
代

表
が

祝
日

日
付

の
ゴ

ロ
あ

わ
せ

で
、

標
高

８
１

１
ｍ

の
山

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

日
高

川
町

に
８

１
１

.
１

ｍ
の

矢
筈

岳
(
三

等
)
が

あ
り

、

山
の

日
の

施
行

を
記

念
し

て
山

行
が

企
画

さ
れ

た
。

 

実
施

に
当

り
、

８
月

３
日

、
３

名
(
山

上
・

川
島

・
梶

野
)
が

下
見

を
実

施

し
た

。
 

 
 

 
 

 

林
道

か
ら

の
矢

筈
岳

登
山

口
 

矢
筈

岳
山

頂
 

 
 

帰
路
・
林

道
に

て
(
写

真
；
梶

野
)
 

 

当
日

は
、

事
前

に
川

島
代

表
か

ら
、

那
智

勝
浦

及
び

尾
鷲

か
ら

の
参

加
者

は
６

名
、
林

道
鷲

の
川

線
入

口
を

９
時

出
発

と
お

聞
き

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、

彦
根

を
朝

５
時

に
発

っ
た

。
 

林
道

入
口

上
流

の
鷲

の
川

ア
マ

ゴ
釣

り
場

に
８

時
４

２
分

に
到

着
、

携
帯

電
話

に
川

島
代

表
か

ら
の

着
信

履
歴

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

き
、

折
り

返
し

電

話
を

掛
け

る
と

、
す

で
に

林
道

登
山

口
の

路
側

に
到

着
し

て
い

る
と

の
こ

と

で
、

ア
マ

ゴ
釣

り
場

か
ら

戻
り

合
流

。
 

８
時

５
５

分
に

出
発

、
落

石
で

荒
れ

た
狭

い
川

沿
い

の
林

道
を

歩
き

始
め

る
。

以
前

は
車

の
乗

り
入

れ
が

可
能

で
あ

っ
た

が
、

間
伐

・
植

林
作

業
が

終

了
(
平

成
２

７
年

３
月

頃
)
し

、
道

路
の

手
入

れ
が

さ
れ

な
く

な
っ

た
よ

う
だ

。
 

林
道

奥
の

木
橋

を
渡

る
地

点
に

登
山

口
の

標
識

が
あ

り
、

木
橋

渡
っ

た
小

谷
傍

の
登

山
口

に
は

９
時

４
８

分
着

。
こ

こ
か

ら
尾

根
に

取
り

付
く

が
木

製

階
段

の
急

登
が

続
く

事
か

ら
小

休
止

、
植

林
帯

と
小

谷
が

傍
に

あ
り

、
直

射

陽
が

遮
ら

れ
、

涼
し

く
感

じ
る

。
 

 
 

 

登
山

口
で

山
行

準
備

 
 

 
橋

を
渡

っ
た

小
沢

傍
 

 
木

製
階

段
を

終
え

た
尾

根
 

 奥
村

さ
ん

は
久

々
の

登
山

の
よ

う
で

、
調

子
に

合
わ

せ
て

ゆ
っ

く
り

登
る

。
 

幸
い

、
植

林
帯

な
の

で
、

直
射

陽
が

遮
ら

れ
、

時
折

植
林

帯
を

吹
き

抜
け

る
風

に
助

け
ら

れ
、

熱
中

症
に

な
ら

な
い

様
に

こ
ま

め
に

水
分

補
給

。
 

何
度

か
休

憩
を

取
り

な
が

ら
尾

根
の

丁
字

路
に

出
る

。
左

に
折

れ
、
岩
交
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じ
り

の
雑

木
の

根
が
露

出
し

た
急

登
の
後

、
奥

村
さ

ん
か

ら
皆

に
先

行
し

て

も
ら

い
た

い
と

の
言
葉

が
あ

り
、
別

れ
て

登
り

始
め

る
。

 

矢
筈

岳
の
東
峰
（
8
1
0
ｍ

）
に

着
く

、
稜

線
を

吹
き

抜
け

る
風

が
心

地
良

い
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
木

が
現

れ
、

そ
こ

か
ら

は
岩
稜

の
上

り
下

り
と

な
る

が
、

１

０
分
余

り
で

三
等

三
角

点
の

矢
筈

岳
山
頂

(
8
1
1
.
1
m
)
に

１
１

時
４

９
分

到
着

し
た

。
 

 
 

 

 
山

頂
近

く
の

岩
稜

尾
根

 
 

 
 

 
 

 
８

１
１

ｍ
矢

筈
岳

山
頂

 

 早
速

、
沖
﨑
氏

作
製

の
山
頂

標
識

を
矢

筈
岳

傍
の
バ
ベ

の
木

に
設
置

す
る

。
 

矢
筈

岳
の

山
頂

か
ら

は
、
足

下
に
蛇

行
す

る
日

高
川

か
ら
紀
伊

水
道

ま
で

が
望

ま
れ

た
。

本
日

、
唯

一
出

会
っ

た
奈
良
県
橿
原
市

か
ら
来

た
と

い
う

登

山
者

に
全
員

の
写
真

を
撮

っ
て

も
ら

い
、

川
島

代
表

が
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
Ｐ
Ｒ

を
さ

れ
る

。
 

昼
食

で
は

、
生

熊
さ

ん
か

ら
重

い
の

に
全
員

に
冷

た
い
ジ
ュ

ー
ス

を
頂

い

た
く

が
、
酷
暑

で
食

が
進

ま
な

い
様

で
あ

る
。

 

奥
村

さ
ん

の
携

帯
に

電
話

を
す

る
と

、
ど

う
や

ら
東
峰

ま
で
来

て
い

る
様

子
だ

。
昼
食
後

、
再

度
電

話
を

入
れ

る
と

、
引

き
返

し
た
奈
良

の
登

山
者

か

ら
山
頂

の
状
況

を
聞

き
、
す

で
に

下
山

を
開

始
し

た
と

の
こ

と
で

あ
り

、
我

々

も
追

っ
て

山
道

を
下

っ
た

が
、

こ
ん

な
急

な
山

道
・

階
段

を
登

っ
た

の
か

と

思
い
つ
つ

下
山

す
る

。
 

登
山

口
の

水
場

に
戻

る
と

奥
村

さ
ん

が
待

っ
て

お
り

、
休

憩
後

の
１

３
時

４
３

分
、
皆

で
林

道
を

歩
き

始
め

た
。
一
番
暑

い
時

間
帯

で
汗

が
吹

き
出

る
。
 

途
中

、
林

道
か

ら
ロ

ー
プ

の
張

っ
た

山
径

を
下

り
、

鷲
の

川
の
滝

前
の
太

鼓
橋

か
ら
滝

を
眺

め
、

１
４

時
３

０
分

に
登

山
口

に
到

着
し

た
。

 

 
 

 

木
橋

を
渡

っ
て

下
山

 
 

 
鷲

の
川

の
滝

前
に

て
 

 
 

祠
前

に
無

事
下

山
 

帰
路

、
道

の
駅
・
龍
遊
館

に
立
ち
寄

り
、
１

５
時

３
８

分
に
解
散

と
な

る
。

尾
鷲
組

と
は

宮
井
大

橋
で
別

れ
、

川
島

車
と

湯
川

車
は

、
新

宮
の
沖
﨑
宅

に

１
７

時
１

０
分

到
着

、
本

日
の

山
行
報
告
後

、
帰
宅

し
た

。
(
湯

川
 
記

）
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

 
新

宮
6
:
3
0
→
8
:
4
5
林

道
鷲

の
川

線
登

山
口

(
1
5
0
ｍ

)
8
:
5
5
→
9
:
4
8
矢

筈
岳

登
山

口
(
3
8
0
ｍ

)
9
:
5
5
→
1
1
:
4
9
矢

筈
岳

(
8
1
1
.
1
ｍ

)
1
2
:
2
5
→
1
3
:
3
0
矢

筈
岳

登
山

口
1
3
:
4
3
→
1
4
;
1
5
鷲

の
川

の
滝
1
4
:
2
5
→
1
4
:
3
0
林

道
鷲

の
川

線
入

口

1
4
:
3
6
→
1
5
:
2
0
道

の
駅
龍
遊
館
1
5
:
3
8
→
1
7
:
1
0
新

宮
。

(
括
弧
内

は
標

高
)
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